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以下のいずれかの薬剤を選択

生食

全開投与

⑦ 生食 50mL フラッシュ

⑥
生食 500mL 2時間

点滴シクロホスファミド 750mg/m2

ピラルビシン 50mg/m2

ルートキープ①

② ワンショット

プレドニゾロン 60mg/m2③ ワンショット

20mL

ビンクリスチン 1.4mg/m2 ワンショット

ビンデシン 0.06mg/kg

ビンデシン

(フィルデシン)
0.06mg/kg
(MAX：4mg)

⑤
生食 100mL

パロノセトロン(アロキシ) 0.75mg

生食 10mL

シクロホスファミド

(エンドキサン)

順序

④

750mg/m2

点滴時間

１コース期間 21　日

1.4mg/m2

(MAX：2mg)

プレドニゾロン

(プレドニン)
60mg/m2

ピラルビシン

(ピノルビン)
50mg/m2

がん化学療法レジメン

登録日

レジメン名

H18.9.7

レジメン補足

□ 必要

第2版 改訂日 R5.7.1

初回入院実施区分 □ 入院のみ　■ 入院及び外来

悪性リンパ腫

■有 （　6～8　コース）

漏

出

THP-COP療法

ピラルビシン+シクロホスファミド+ビンクリスチン(ビンデシン)+プレドニゾロン

レジメン番号 悪性リンパ腫(ML)ー002 診療科名 血液内科

投与量薬剤名
1 (週) 2 3 4

がん腫など

ビンクリスチン

(オンコビン)

閉鎖式器具のルートを使用

目標コース数 □無 （PDまで）

Day1：3時間

100mL

投与量 点滴時間

単位

Day2以降のプレドニゾロンは内服投与

制吐目的にアプレピタント(イメンド、プロイメンド)の投与を検討すること

※ピラルビシンによる心毒性予防のため、累積投与量には注意すること

Day 1

《メイン》

投与

生食

投与薬剤名

注意事項など

投与方法


